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高温ぜんまい秤

福田義民・東畑雫一郎

　重量の測1’は分析化學をはじめイヒ學のあらゆる分野で

の研究や試験にもつとも基礎的な操作の一つであつて，

そのためいわゆる化學用夫秤が廣く用いられている。し

かし普通の化學用天秤ではその椿造上難十度以上の濃度

の物鰹を秤量することはできないので，温度の高い物豊

は通常デツケーPt　一中で常温に冷却して後秤量する。例

えばある無機蜷類の熱分解の様子をしらぺようとする場

合試料を一定時閲一定條件におき上のような手績きで秤

量するとすれば，軍に操作が面倒であるばかりでなく，

與えられた試魁の轍化は全艘としての反懸の結果を

示すに過ぎず各瞬間の重量墾化を表すものではない。そ

こで高温でも測窟が可能である上に連績的な測定ができ

る秤量装置が必要とされる場合が多い。第1圏はこの種

の装置でもつとも古くh・ら用いられている本多式無天秤

のP2）一種による試瞼法を示しており，癬造や操作は圏
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第　1　圏

　　　　り

生　産　研　究

から容易に知られよう。このように化學用天秤を改造し

たものは本多式の他に宗宮式3）等があり熱天秤と総濡

する。この外ぜんまい秤の原理を懸用した種々の裟置が

同隙の目的に種々使用5れているが，以下懸用の廣・・大

島・幅田式高淵ぜんまいge4．，について1撹明する。

1大島・晒田弐砺温ぜんまい稀の構造と操作

　第2画は装置の概要てot

るo

　A：硝」子球（下端に白金線

を封入）B　百堤スプリソグ

の上端　C、試料懸蟻用白金

線叉は石英線の上端，D：鐵

’b（表面鉦芝金〕　E：ソレノイ

ド，F：冷却管，　G：氣置豊導入

口，H：自金線（父は石英線〕

下端・1：白金皿，」：熱騨

K：電氣漉，L：氣膿排出口r

M：設液蟄遠鏡o

　試料を白金皿申に入れるか

或は直接懸垂しスプリソグ’下

端又は懸垂線の任意の一・黙に

ょつて望遍鏡で零瓢を定め

スプリソグは伸縮しようとす　　　　　　　　～、

るがソレノイドの電磁ヵを調

節し鐵心に垂直方向の力を與

えて鐵心したがつてスプリン

グを原位置に保つnしたがつ　　　　．第2画

て塑遠鏡P…の騒は常に一定しておb試料の位置は優ら

ない。ハソイドに流れを電流（ミリアソメーターで測

定）と試耕の粛縷化とは當然定つた關係があるためあ

らかじめ検定しておけば電流計の讃みから容易に重量鎚

化を知ることができる。第3跳は電流の強さと重量墜化

　　　　　　　　　　　　　　　　の關係の一例で，

　　　　　　　　　　　　　　　　もちろんスプリソ

マ

㌍　　　　　　れの囎について
≧　　　　　　　　　　　　　　；瞼定しておかねば

7Z　　　　　　　　　　　　　　　ならぬ。｛辮i：よ

1　　　　　　　　つてはソレノイド
　　　　　　　　ala　　　　　　　8ea
　　→豊量（9，　　　　　　　　　　　　　　　　を用いないで普通

　　　　　第　3　圃　　　　　のぜんまい秤と同

じようにスプリソグの伸縮を謹んで重量墾化を知ること

もできる。

　試料の重量攣化の蓮速やスプリングの寸法によつて異

t
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